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病江 に療、 局治院 部査

に
定

規
の

項
４

第

院差 つ 平
た

っ
行

り
よ

員 目
公道
表

監

査

委

次員

の院療

患病治
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業事すのれ査査

工本資

の結果

用業る給らの結

、と量業果の

水はこ水

道

っるす度

２

ま
月
５
年局

販れ

て。こ電本るのこ

事業と売ら

おれ気事こ

業

、の業はを電の

りら

典慶榮 の

当業会、経力

２１
第

り

弘臣藏一 お
と

の数
治 選事病本
事業床 療 監監定業院事

、概業は） 病 査査しの

、当決要会、及 院 はに

電話

ペ
ー

一 ジ 印刷

３
の

経経査

アイウエオ監

性の実

各旅前公工済営

資工、健施

種費渡共事

債の

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

２

の規

査査次合

監監、
て

眼平項の

主、事性

のは

に分

事産をは務区

業業経

従 会立営

事 計地の

し 条基

て 件本
メ職

整し方る

のと立い

一５ト数

の、ー員

備て

量務

と所と、

環箇ルは

にとのはに

年務計主営

従

度
の従し基

事 延事て本

し べし河と

て 患て川し

い 者い総て

る

は職開８職 キ 数る合、
の所数 ワ 、員発箇員 ロ
、 ト 院は一のは ッ 入数

定計医び ６

時 患、環発

と 所 査っ書療主 箇 監た

し 実て、を

部、出いて 病 施は支行

核 数 局提、結 床

す出支道性 べを払民

証健）患 て求）の床疾
主治 つた拠康、の にめ
て査類持と療 い監書保

病

化法

権執金事技効全方

係）性に

の行のに術率

入つ行るの及つ

収に執

行有て

確いに入執びい
性

にい・に効

保てつ札
て視

い約いの

つて契つ

点

成に視

つ
に
続点

て手

重
るて

係い
に置
度を
年点

す。
関た

にし
務施

財実

て工っ成

しのな平

る

工業て
。月

用水る３

業用い年

水道
のに

をて在

給い現

供お日

一 行供
い給人（

一 、をで

一

成 と 者平と電平

道行あ

成し所な てにっ 年電お年 て ３源い３

、る 月開て月 人い

発電。

現行の現 来日を力日 外
者在い供在 患

、給
道を人

民行で 人経っあ

料の資て院 、資そにし
る神箇 地に他す精２ 実

神

査づ係こ・所 監基関

よ、類を経病 にき書と

よ営患数 り抽に経疾床

実出

の 施のりの

施本） 療

し方実基床 治
お 院

。にしとに 病

た法

行
執

の
務
事

て
い

よたし 業
事
る

係
に

営
経
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及

）

のり
済お

経て。

民っる で

展当
発、

る とのお。 あ 人済てる

てに当

っ展、 。 な発り

て 箇

り。てい ２

い資年

事般営

務一経 所

事、 管
の

を患床行

業疾を 病

い
つ
に

理
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診と出給導い

がこ支指

り

っ療とに料事ボた

あ

〕ラ、

た料さ係・項イ

て事手ー宿

。のれる諸

納

北 海

分経ア
導診い

公けし済収指て

とに事療る

用てか的入

当、な係項料が

車配し

督

借し年るる〕を、

の
りて度も事期

道 公 報

２

の

に財監と
算導

検改つ務査お予指

施是に事

討善いに実り

検す部正係項

事をて関

事

め討る局又る〕

項求
るさ監には

号外第

導記
指上

イウエオカキ
営療事の

収予予経経医

価性の事項う

入算定済

軽

保目格、健故ち

確を
に的の効全等

号

監ア

平査指
成結摘法
十果事令
三は項、
年次条
六

務勤

入い項当業直

の例

が、お中

務がに務

義る

、備

効理て整

時整いに

り時械点

よる機・

にす

点た

滅がのの

消期室検

の項限促

たし検め

し著

の

げる初がま状

上い当
め年っに発

にたにあで

。納時

い、間た完付

お

なが

、年予し期

て半の

とし

算ご配い著

予間算

は遅

４のをきく

をと当

改項

か上い、延

月借行

を

項る結け善

事せ査お
す

発のの財要

のも果る

制関事

が要にる

生概務
っ

起事あ

にるが

度す項

が易

て執。

しのた

因務

算性を生と

適外積率化

め

な支に、図じ認

切に

効必いら

措出誤有るて

をてが性要るれ

置しり

あのも

要いあのがもる

るも、地るの

するり見
又

の害らの

もの損かも

生善は

が改

月と、

十お規

二り則

日

指違

、に

し達

分通

区、

火

事し

摘反

曜

にい

項て

日

き遅た間

とくの時

つる

月務

、し毎勤

は延め外

かる常行

やい恒を

速て

時い

不のにて

にも的っ

損っ外。

欠あ間た

納が

納し

整。務か

のた勤し

約年期て

ら契、

ま締を後る

月を間限い
も で結通
てた以や

としし日の

かる上に促

月い借内督
っ

３約促行

ら。契督を

結こい

ま締るて

月をす

て

認い

とつ

るに

い行

で

の

も部

る一

れ、

らは

め

事

、お

でに

ど局

な部

の

る管

いすの

て要業

じを
改
に
営

のの運

もも理

る

は
ての

いも

る
す
要
を
善

し

。
た
し
記
明
を
名

局
部

てれ

行っこ

を行、

理を

オ

う

そ導前わ託

指づ指か預

療契の事渡らし

導医き

な
項機約他項資ずな

事

方さも

２たとい

のしと
エ

にがれの

回

空旅費用

行時っ航旅需

。空会行の費

しのた航

善次

改、

のて

そい

た確

ウ

てま用

も旅導るっ

る指
任合いた務

の費事赴場

イ
の
も

が項

指
金事時

とめこ不賃導臨

居と払項職

がる住と足

業たた

のっま

らあ

でべ

年れ

〕器しの〕金、け

修い出よ度ば

のて支に

にも執初ら

繕るり当な

いがさ多、

おの行にず

、ってのに

てあれ額特

算。る金要

予たい資必

経節

不際交あ

が交をが

合がのの路約

場認賃社
給空つ可

に十支航にが
てな

、で額賃い能

は分
路かつ支、も

帰なにを
てし済が

のっい給経の
なっ

当たはた的あ

日た
航、最と通た

、め、こ

はる、地
空日もか常。

ら

っ費、も移か

あ〕旅
支転が料の

たの移の転

がっ路庁

給料あの帰

。

額。区お

お増た程に

に

、

、れをて

てさ分い

い
、た事

任がっ私

赴る誤

なに

きき手さと〕員

が

ののてっ対

るも当れ

給るい、

休が支いてし

も給

のっはがる有

日あ
休。要認の休

代た、、

制ををあを

」件定が暇

を備りたっ

度具誤っ誤

を休

務。、
活す、。て

行し

に務

的勤

率に

効日

よ休

に、

と合

こ場

うた

しにし場

足費付る

り日

り、

いいおに

てつて合

も年ま小

に、、最

るて
資額

か執、の

か間た限

ずがの限

ら額金に

わ行

らの

予額管手

、少保り

過路

等、価、経

賃当安
とよ

支空普払に

を航な
っ旅

し賃運なる

給運通
いが

いがとて行

な等賃
も能

と払める可

こ過定
があ

さなれので

ととら

こ都
てていあっ

れって

のてかに

島っと合

離誤

過旅

域額、り

地増らよ

島かに命

離な大行

とし

し行

外た給の

以っ支令

域かいと

地とて程

のこ

給与

用る支付

とらる異

こっ期た

る至始し

すに
々か

に日翌と

とたをこ

、すと、

り属月ら

よの
こを

日月た金

休るし賃

手月か大

務翌と過

勤の

勤を

外当

間手

時務

、勤

縮い

のて

当し

手給

務支

二

にが

減る

（
一努、

二

のあ金保

算では元

め他

関る

示に機す

内る融管

いるった

基かにこ

にも

も、。と

るるがたこ

い

、

精が高ら

、の割か

が

不のる

の、もな
算あな

で

行払あ程

で足が行

間

らに

。

れなた旅

わとっ

縮開１給

のら、支

当か
分い

にす月て

減始箇し

努る

）

のむ

も休

きに

べ日

るの

がこ



平 こ検なてかそ

成 と討固らいにの

十 と事定なるな他

三 さ項資い。っ

年 れ〕産がこて

六 ては、のい

北 海

アイウ

建を借と不

す資指記こ

に事物行用と用

る産導

な

が係項をっしさと

方

いてっ

経る〕増ててれ

済事築い

道 公 報

イ
を討臨、し

２し書検は

以契作事床検か

人、備

、

の 上約成項検査し

品

の頼年

購 のしし〕査依

入 者てな

号外第

れア

な導備

員員契指建ば指

事のら事品

がに約摘物

る係項増な項の

支よに

繕

っ支る〕築い〕修

払
て払事・が

号

事先業

が討出企

と検の
員

る〕務納

き項事出

で
と所

月 い、土たな

十 る管地めい

二 が理、、の

日

こ適物地、

、の建土で

らを機建帳

れ正、や台

の期械物の

火

定る置つ式

決す装に様

曜

行めのて登

をた等いや

日

しなるいた
っ固種の録

が品

とたい土る薬

的項
えきのに、等

考とも地
あい成売

らはがつ作を
て払

る不ってしり

れ、

で産。、いう

の動たは

契記己い合

、登自な場

方に有のお

約法所もに

頼すの

に かいけ依を間

見もばにる検

お らるれ

度依

て 積のな係都査

い
あな契、頼

、 書がらる

数

件 徴っい約随手

１ を

、つ契料

の したがに意
額

定 け作い約の

予 な。
ばし、よか

価 れ成てに

改、や

が なて年るら

格

め耗

る務修納消

い事項

せの

事集事さ品

。の工
い入

の化係て購

務中に
いお

素つ請なに

簡にる
のて

とて契もい

化い負
あ１

率討のが、

効検約

払

れお支

さにが
的す締

費い

る経て

いるっ

てけ

額払、

全支が

、のる

が

先

保に出

元法の

手方他

に記べ

て定別登す

管お

か関事

な産かにき

い資
らるに

も帳わす項

い台
台項い

が必ず事つ

のに
の取検

っ事帳やて

あ要
式経す

。を様得討

た項

い

し同な必

録が過る

登

、

にり土あて

法よのが
用

い記にた不

つ登地っ
て決

検行じの

てを準。

ると定や

すこ固定

討う

台い

要さ産払

必と資売

るいを決

あて帳の

がれ

らい間こす

ななをとる

じで、 円

いい通がと 万

名 上

、のたき指 以

がも

人あ査こ競 で

１が検る
目と入 る

のっ項と争 あ

に き

だ。やさ札 と

者た

る 、

か数てよ は

け件れ

っ件
見少る単 予

らがい

。予

資必にたの

なる結

あて価

管がい定

金要お

行。契が

をる、格

理
う約

上

、金以

め証円

た保万

本を

い事
のめヶあ

局納緑で

る一に

い、所

てて務

し

は

が出て

ののい

も部お
所事

た務該

っ事当

あ先

一ど要

いの
お所
に務

。

る

れな明あ

けとがが

な

収

なた方
えの

。

ばっら

定
札判不

、のに

おと々

う

、す行

が成を

。る作
者検

と的ボ正識に

登る
置成の討

のなまイ配平
意を

信取たラ

頼組、ーな

価 定

関が他業ど年見行

と約 格

書い契 価

積な。

計各がち頼

徴調きと

を

係

り上経病行時し関

な

のしや

、し営院う間か

設院解、医

前てはに病

せ病と

企さ丘る
年お、

、

納け）は

出な院き

業

３

イ経料

出に院業
費 指支営病事

通事し係事の
や 交導公

資

車 事項てる業経
減 用

ア

局渡
本前
は金
て

事

療事療

医摘医。

指た

ら与

北かを

幌断安

事項

に成こ

院平る

病、え

野

と つ
て度な成

い年の平

はをい
配

高っう度益 、もよ年

係求府務に度もい
度て

き経

のめ県、努か聞、

食るな営

確らと給めら

立れ比

ら善

やる較業必北が改

が道、を

サ。し務要海

ビ格どあ病各着

ーてな

事立に

ス差のる院道実

向あ間業病推

のの民。
託営のす

上る委経院進

度り平置機消医業
に医

が入

よ、成さ能な師収

れ評ど り大
変年た価、不の

厳度の経足確

しに経受営し保
い支

千い策営審改てに

患にる障

円経定計、善

れ推者係こが

減営さ画

し態た進にると生

少状
てに会対取やじ

営
価

いあ北議す組長て

査計に
償 に 故〕い監会

果い
費 るも結つ

却 よる
概は
ど 通がのて

な 交の
た入
医 故っ要、

の 事あ

者
用 生患

費 発。院
業 が

〕故

少 賠の
減 、数

の し

と
金

償
賠
、
し

生
発
が

故

専止す

・廃意損

１
て
し

要

医れ必の費 門さる益

担とあ況

をこが状 療る
立っ

道な。

うにる

三

院が
病た

（
一 と、

三

き

努業の計役べ
し患単

支極」やで

め収積画割
見営る

病比的の経あ

、

任

利や推直責。

床率な

制

率員やに体

用職進し
確

向与務手の

の給業着
な

と率にて立

上比量し

い
入改合るど

収の見い

進にる

るる海」るが期

中時め定こ

が。道を適

院心適ら着と

、病
事に温れしか

業、給てなら

経財食いい、

営団のるこ医

供なの

千計法提。と師
保

に」日やど確

円画人
基医薬よは

のを本服に

に 償減

る本療指りも

ぼ

医
、 びり
り 及よ

よ 金に

用益度 費収年 繕業
当 修

失 て少損 し減純 とがの

件たは １し

、
件

も い
て

し
出

支
を

円

）

役地千用

のや：

て者位 がに

終民
は住）

割域円

外い

確をた、つ

の善っ

の十

にる員部て

保図職

と

、

極め適有分

積たの

標能、患よ

累目機導、

者と、

欠と評患者り

積

者

金て機のの患

損し価

、

を、構待信

の
の
、
医千

る

を材と
薬円 円

っ）
あ院
が病

の都
も寿



費
料 与材

薬

給医区

費用

費等分

北 海

益 分収
来

外
・

院 区入

道 公 報 号外第

の－益

来会
般

外一そ収

担

収負
計

号

入 平区
成院 十
三収 年
六分

病

病床

床利 利

国 用 用全

率平 ・率均 医
業
収医
業 支

平
成
８
年
度
平
成
９
年
度

費
と

益
収

来
外

・
院

入

平

益金他計

－

維減そ費当

％％％－％

益

医
月
十決 二
日算

額
構 火

成

曜比％

日

比 区給

率収

等全 支

の国 比比
均 較率平

職
員
給

単全 与

位

成
年
度
平
成
年
度

単
位平

：成

材度 持価 薬年

移
推

の
用

失

費損 却 経 料純 償の用

等費費他計 費 分

与

決
算
額

国 構

：比
平 ％率均 ）

泊股下 水の

鷹二清滝滝

発発発

沢上

千
円年

）度

成成

区平平増発
電

め巻率

年年

らしく化 事

れか経に 業

。、環め

千 のるし営努

円 経

％％％％％－
職気 核電

１２ 結合注注

業 病床業員 国事

全病医

平

成
患神 疾・

般神

一精

比％

所所

電電 電電電

発発

経

所所所

販発

所 分度度減

電名

売

最 所

電

大 別

力

出 販

量

力 売
電 収

販

力

少 に電はべ

減 営発境る

た い門きで

し つ部大き

の はの変る

も てへくあ

、 電規し

の 、新化。決

力参て

料入い算

金のる

収拡の

均利会 収給

入大で 千額

、比比 用 は計 支与 院計

＝＝＝ 成
平率率率

年医職 年

収 治院給 自入業

度員 延
患 体与 者 病

院院
病 病

院数益費

売 量 益
う電

ち

力 電
力

量 料
費

用

なの 減ど今 と
のな、 円

事も て
に気と っ

少電後

、の経 り
り業、 お比 よ

体
年由の 総

当自費較 、

にな し
の等減 と
度化縮

利よど て
純

医

の÷÷÷

益り一単 適

平年医

均延業業 値病

× る
あ数用益

で床費収

××

。

四
（
一
四

純
利
益

前事の： で
が、層位 正

度を営円 る
年業経千 あ

り認り効

よ取の） と

）



室苫平

小

工

成 蘭

十

地 業牧

三 地

年 区区

六 用

北 海

成成

区平平増

分度度減

年年

道 公 報

重こりな

にしべにあ要

いる大の方対

とまてす

ま、るこなたを策

どた

討十

る苫がと影め検を

を関し分

な小、と響、

ど牧工さ

号外第

能 価

石 合償力 工事

狩

費量 用の湾 千 却日 業業
水経新 円
増 や

道営港 加 修

事に地

号

発シ 内

テ 端尾ン

川岩ポ

第 電発

発オ

月

一 工

十

工 業 水

二
日

道 名 業水 水

用 工道用業

用

道

火

水

給
水曜

能 道

日 力

給
水

決
算

量
収

額

益

討

、東業れ及係て検

の

部るし

収部用たぼ各い

と状でと、

支地水こす

第需か況構こ健

の区の

な

衡一要らに成ろ全

均

るあ経

を工が、あすで

れ。検る営

図業確こる

こ水にま討がの

る用実

員国進

と道見で委、推

業ま資会なに

が事込投

し 繕

で

会い工 計、 費立 業つ域

等方
業 のメ 計て

用 増ー は

水 にト 、
よル 給千道

りに 水円事
対 料と業 費

がて のりお 用し 金なに

増契 単、い

価厳て 加約

改しは し水

所所所
電 電

別日
契 約

契量日日

率約
水

ち
う

契
量日日

給 比水
収
益 較

費
用

位純

単

の層

きにれしにど一

：

ま資い関の

なつるたお

力

状てで金て係努

いい

償両関を

況はのの、機

あ平、還事とす

に、間

の連き

る成給が業もべ

水工 。

用えをあ

年施業抱携で
り。

かの水る図る

度設

、

営工事題な

ら着道問

定い た量

な経給 たが

ど営水 め日
量 に状区 、 よ態域 当 るにの

年 収あ拡

増。に方 の
益る大立 度

ト 失
あめー 損
が努メ 純

もの 前
たもル が
った

約
率％％

損 千
円失 繰の今ら

業を業とが

）

延営の必

開り経後、

を
始

年 のの

度 の、

石合

減り水）

、給％ よ

計

東 牧湾 牧

小狩 小

苫苫
第
区 第地

地 区港

部 地新
用 業 業業 工

工工 一

二域

道道道

水 水水

用 用

五
（
一
五

日
日

日日日

日日日

）

％ ％％％



毎
週
火
・
金
曜

北 海 道 公 号外報 第 号

平
成
十
三
年
六

日
発
行

月
十
二
日

火

曜

日

（
購
読
料
金（
送
料
と
も
）は
月
額
三
千
四
百
四
十
円
）

印編発

刷集行

富北北
海士
道プ
総リ
務ン
部海

六
（
一
六

ト法
株制
式文
会書
社課道

）


